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2018 年度 第 3回町田市自殺対策推進協議会 会議録要旨 

 

1 日時 2019 年１月 17 日(木) 14 時 00 分～15 時 30 分 

 

2 場所 町田市庁舎 2階 市民協働おうえんルーム 

 

3 出席者 

 秋法律事務所 弁護士 秋山一弘委員、北里大学医学部精神科学講師 新井

久稔委員、特定非営利活動法人全国自死遺族総合支援センターセンター会員

弁護士 川合きり恵委員、特定非営利活動法人東京多摩いのちの電話副理事

長 早借洋一委員(職務代理)、八王子労働基準監督署町田支署監督・安衛課

長 真田暁委員、警視庁町田警察署生活安全課長 荒井重之委員、町田消防

署警防課長 伊藤聖悦委員、町田市民生委員児童委員協議会鶴川第一地区民

生委員児童委員協議会会長 井上儀人委員、一般社団法人町田市医師会理事 

中川種栄委員(会長)、公益社団法人東京都町田市歯科医師会副会長 音琴三

郎委員、一般社団法人町田市薬剤師会理事 安岡史紀委員、社会福祉法人町

田市社会福祉協議会事務局長 馬場昭乃委員、町田商工会議所総務部部長 

八木満委員、町田市町内会自治会連合会副会長 大川原久委員、町田市公立

小学校長会町田市立藤の台小学校長 三好浩一委員、町田市公立中学校長会

町田市立南中学校長 大川武司委員 

 

事務局 田中健康推進課長、古川健康推進課担当課長、健康推進課職員２名 

 

4 資料 

【資料 1-1】9 月自殺対策強化月間事業の結果について  

【資料 1-2】仕事とこころ「いのち」支える！総合相談会報告書 

【資料 1-3】広報まちだ特集号記事 

【資料 1-4】悩みの相談先一覧 

【資料 2】 11 月ゲートキーパー養成事業実施報告書 

【資料 3-1】3 月自殺対策強化月間事業について 

【資料 3-2】ゲートキーパー養成講座・仕事とこころ「いのち」支える！総合相

談会チラシ 

【資料 4】 町田市内自死遺族支援活動団体チラシ 

【資料 5-1】第 2回町田市自殺対策推進協議会からの主な変更点まとめ 

【資料 5-2】(仮称)町田市自殺対策計画最終案(全体版) 

【資料 5-3】(仮称)町田市自殺対策計画最終案(概要版) 
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【資料 5-4】(仮称)町田市自殺対策計画最終案(概要版)想定配布先 

【資料 6】 5 ヶ年のスケジュールと 2019 年度事務局スケジュールについて 

【資料 7】 組織別取り組み状況一覧 

【当日配布資料 1】 町田市自殺対策推進協議会委員名簿 

【当日配布資料 2】 座席表 

【当日配布資料 3】 町田市自殺対策推進協議会設置要綱 

【当日配布資料 4】 （仮称）町田市自殺対策計画最終案（全体版及び概要版）

意見シート 

 

  

5 議事要約 

 

(1) 開会 

事務局から開会が宣言された。 

 

(2) 報告事項 

① 事務局から「9月自殺対策強化月間事業の結果」について報告があった。 

 

（質疑） 

会長：私もその場にいたが、総合相談会の相談者が少なかった。 

事務局：相談者は過去最少になった。広報の方法等をもう一度検討する。 

会長：相談者が、生活の相談やこころの相談等複数相談されて、より充実して

帰られたということも伺っている。 

  

② 事務局から「11 月ゲートキーパー養成事業実施報告」について報告があっ

た。 

 

（質疑） 

委員：町田市民ホールで行われたが、鶴川のポプリホールに変更しないのか。 

事務局：昨年度の実績から、今年度は市民ホールで開催した。来年度もできれ

ば市民ホールで開催したいと考えている。 

委員：ポプリホールでは集まりが悪かったのか。 

会長：やはり研修など、そういった対象の団体の中心地が町田市の中心市街地

周辺にあるので、そうするとなかなか鶴川までこられる方が少なかったので

はないかと思う。また、週末の方が行きやすい方もいるが、準備の都合上、

どうしても平日開催になる。 
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③ 事務局から「3月自殺対策強化月間事業」について報告があった。 

 

（質疑） 

会長：昨年度と変更しているところはどこか。 

事務局：ゲートキーパー養成講座のテーマについて、昨年度は自殺対策全般の

講演をしていただいたが、今年度はテーマを若者にしている。キャンペーン

の取り組み方として、駅を中心とした常時啓発に変更した。時間限定のキャ

ンペーンではなく、様々な方が目を通していただけるような体制に切り替え

た。 

委員：ゲートキーパーの活動については把握しているか。 

事務局：ゲートキーパーという活動の市民の認知というところでは、言葉もま

だまだ認知が不足している。ゲートキーパーの理解が進むようなクリアファ

イルを作成して、３月から配布していきたい。もう少し広く市民の方に認知

してもらえるような体制で進めていきたい。 

委員：医療関係者など、そういった団体にもゲートキーパーの講演会などを行

うと思うが、その方たちは医療機関でそれを使える。しかし、市民の方がゲ

ートキーパーになったとき、知識は持ったけれど活動する場がない。ただ勉

強になって終わっているということにもなりかねないのではないか。 

事務局：市民の方も、対象としてはご家族や同僚の方など、そういった方が自

殺に関連しそうな悩みを抱えている可能性があるので、そういったときに声

かけや傾聴、専門家につなぐといった行動をとることができるよう、できる

だけ市民の方にも伝えていきたい。 

会長：往々にして行政の活動というのは、フィードバックとして確認できない

ことがある。経費はかかるかもしれないが、来年度以降にゲートキーパー養

成講座を受けた人たちが、その後自殺の可能性がある方に対して、どのよう

な関与などをしたか確認できたらと思う。 

  

④ 事務局から「町田市内自死遺族支援団体の活動」について報告があった。 

 

（質疑） 

会長：この件に関しては、川合委員がかなり関わって行っていると思うので、

簡単に説明をしていただきたい。 

委員：12 月 2 日から活動を始めている。全国自死遺族総合支援センターとして

関わらせていただいている。12 月 2 日に開催した際には、参加された方はお

一人だったが、話し合いの場をつくることが出来たので続けていきたい。 
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(3) 協議事項 

① 事務局から「（仮称）町田市自殺対策計画最終案」について報告があった。 

 

（質疑） 

委員：13 ページの表が、「2013 年～2017 年の合計」と書いてあるが、これは年

号と合っていない。 

事務局：確認して、ミスであれば修正する。 

会長：6ページの「自殺死亡率の推移」は、2016 年までの資料しかないのか。 

事務局：この計画では 3 年の平均値で推移を掲載していることもあり、2018

年はまだ出ていないので、2016 年までというようにこの表はなっている。 

会長：自殺対策計画書の設置について、設置するのはこの概要版ということか。 

事務局：はい。本編については、町田市ホームページで全体版を掲載させてい

ただく。また、市政情報課で全体版については閲覧できる。 

会長：冊子にして委員に配るのか。 

事務局：委員のみなさまと関係機関の方々には、概要版と全体版の両方を送付

させていただきたい。 

委員：7 ページ目に「男女ともに 40 歳代の割合が高く、男性で 19.0％、女性

で 21.9％」とあるが、表を見ると女性は 20.2％となっている。 

事務局：ここについても確認して、訂正させていただく。 

委員：7ページの(2)について、女性は少ないということなのだが、男性はずっ

と数字が変わっていない。これについては原因が何だと考えているか。 

事務局：これはという部分は特定できていない。幅広く対策を行う中で、男性

の死亡率というところにも寄与できればよいと考えている。 

会長：年齢構成を見ていると、高齢の独居の方というと、ご主人に先立たれて

しまったり、離婚した女性が多いということがわかる。離婚率の増加で、女

性は自分でも生活全体をこなしていける方が比較的多いが、男性はそれがな

かなか難しい。男性で職を離れると、居場所がなかったりする。そういった

ところが影響しているのではないか。 

委員：9 ページの「③ 性別・年代別の自殺者数」で、上位 5 位はみんな「同

居」になっている。 

会長：データ的に見るとそうなのだが、実際に我々の臨床の中で感じるところ。 

委員：29 ページの 13 番について、事業名は「広報啓発」とあるが、内容は「広

報周知」となっている。また、13 番で「私立小中高校」とあるが、それと関

係する公立の小中学校の方は、15 番でフォローしていると捉えればよいか。 

事務局：基本的には、公立の小中学校の方は町田市の教育委員会の管轄になる。
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大学や専門学校、都立高校、私立小中高校を含めた広報啓発をしていくこと

で、対策を立てられるような関係を整備できればと思っている。表現は調整

させていただきたい。 

委員：目次のところが、もう少し詳細でもよいかと思う。また、今回行政で計

画を作りながら、コラムを載せるというのは珍しいと思う。せっかくなので、

アピールする意味でも目次のところに書いてもよいと思う。 

委員：26 ページの「自死遺族の集いに関する支援」のところで、「集い等への

活動を広報周知等で支援します」で「等」と書いていただいているが、例え

ば共催等も含めて検討していただければと思う。 

委員：12 ページの「自殺の原因・動機」で、健康問題も大きいが、家庭問題と

ともに自宅内での親子関係などや兄弟間のところについて、自殺既遂までい

かないまでも、そこでかなり不安定になる方が増えたという印象がある。家

庭問題にはなかなか踏み込めないところがあると思うが、特に家庭における

人間関係など、課題点があると思う。その辺の対策があるとよりよくなると

思う。 

会長：個人情報や守秘義務の問題がある。ここをもう少し細かくわかりやすく、

次年度以降検討していきたい。自殺対策計画に関しては、今日いただいたご

意見等を踏まえて、事務局が修正した上で、会長が最終的な確認をさせてい

ただく。 

その他ご意見がありましたら、事務局の方までご連絡いただければと思う。 

 様々なところで自殺対策計画が作られているが、他のところよりも、何とな

く町田らしくて優しい感じの計画になっていると思う。町田のデータがあり、

協議会で議論した上で作ったものなので、非常に町田市らしくなっていると

感じた。今回の意見を踏まえて、市民が安心できる自殺対策計画になるよう

よろしくお願いする。 

事務局：今回の計画で特徴的な部分というのは 45 ページ、46 ページ辺りで、

施策と成果指標となる。計画というのは作っておしまいではなく、この計画

をステップにして今後 5年、10 年ということで自殺対策を進めていくことが

大事。そのためにも、この成果指標というものを、今回この計画のために設

けさせていただいた。これをまた 5年後、10 年後に向けてブラッシュアップ

していくというものにしていきたいと我々は考えている。その視点も踏まえ

て、今後もご協力をお願いしたい。 

 

② 事務局から「5カ年のスケジュールと 2019 年度事務スケジュール」につい

て報告があった。 
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（質疑） 

委員：自殺に関するグーグル検索対応事業というのはどのようなものか。 

事務局：この事業は、ネットで「死にたい」といった検索をする若者などが増

えている状況で、例えば、町田市のエリア内で「死にたい」とグーグルを検

索した際に、その「死にたい」ということに対して、その方法や手法が出て

くるのではなく、最初の画面で広告として町田市の悩みの相談先など、次の

支援につながるような広告を掲載する形で相談先を周知して、多様な悩みを

抱えている方に情報を提供していくものである。 

会長：3 月の総合相談会で、女性向けというように限定されてしまったが、男

性向けについては計画にはないのか。 

事務局：具体の取り組み方については、2019 年 4 月の推進協議会や 2019 年 3

月の総合相談会の際にも、相談員のみなさまに相談させていただきたいと思

っている。 

 

(4) 情報交換 

自殺対策に関する取組状況について、委員間で情報交換を行った。 

 

会長：町田市医師会の精神部会の中で、自殺に係る入院が必要な場合、もしく

は救急対応に関しての町田市での対応を話し合っている。実際はあまり進展

していない。今後は、特に精神科部会の連携に関しては進めていきたい。 

委員：個々の診療所に対して、できればこの計画の概要版を置くということを

考えてもよろしいのではないかと思う。 

委員：薬局もやはり健康問題を抱えた方はいるので、先ほど概要版を置くとい

う話もあったが、簡易薬局にも置ければ協力したいと思う。 

委員：大学病院では、年間に一定数の自殺者が発生しているようなので、やは

り医療機関に置いていただくのはよい方法だと思う。 

 また、私はこれまで総合相談会の相談員をやっている。今回の報告では、随

分数が減っていると思う。それはそれで、逆に中身が充実してよい部分もあ

ろうかと思うので、そんなに心配しなくてもよいかなと思いつつ、やはりあ

る程度人数が集まるように周知していただきたい。 

職務代理：日本いのちの電話連盟は、厚労省の補助事業で月に 2 回、48 時間

の無料電話相談というものを行っている。これは全国各地で各センターが持

ち回りで行っているが、なかなか電話がつながらない。かけてもかけても話

し中だということで、本当に聞いてもらいたい人がつながらなくてかなり問

題になっていた。1年ほど前から、回線分析をして対策をしているが、その

結果、その電話に関しては、これまではつながらない率というのが 7割から
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8 割あったが、現在では、ほぼ 7割から 8割は 3回かければつながるといっ

た状態に改善されてきた。直接計画とは関係はないが、そういったところで

電話では何とかたくさんの方にかけていただけるように改善の努力をして

いるということを報告する。 

委員：次年度の事業の中で、ゲートキーパー初級者向けのミュージカルがある。

内容が今までと同じだと、再度見た人は、またかといった感じを受けると思

う。その辺の周知方法を検討していただきたい。 

会長：それでは時間も迫ってきているので、本日の議事は以上で終了させてい

ただく。 

 

(5) その他 

  事務局から、当日配布資料 4 の意見シートについて、修正点については、

今後事務局で対応し、会長が確認の上、完成版を委員へ送付すること、次回

の町田市自殺対策推進協議会開催日程について、それぞれ説明があった。 

 

(6) 閉会 

  事務局から閉会が宣言された。 

 

 

 


